
Maniwa ０８
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新建材需要拡大の可能性探る

市
議
会
講
演
会

定
数
や
報
酬
の
あ
り
方
学
ぶ

真庭市議会の将来について考えた議会講演会

　

１
月　

日
、
市
議
会
議
員
の
定
数
や
報

３１

酬
、
議
会
の
活
性
化
策
を
市
民
と
一
緒
に

考
え
よ
う
と
、
真
庭
市
議
会
が
議
会
講
演

会
を
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し

た
。
山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授
が

「
真
庭
市
議
会
の
将
来
を
考
え
る
」
を
演
題

に
、
定
数
や
報
酬
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
講
演
。
会
場
に
は
市
民
や
市
議
会
議
員

ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
今
後
議
会
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
や
、
議
会
改
革
の
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
、
熱
心
に

講
演
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

大勢の参加者で埋め尽くされた岡山会場

真
庭
な
り
わ
い
塾
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

真
庭
で
生
き
方
見
つ
け
よ
う

　

資
源
豊
か
な
農
山
村
で
な
り
わ
い
を
見

つ
け
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た
め
の
人
材

を
育
成
す
る
「
真
庭
な
り
わ
い
塾
」
が
、

５
月
に
中
和
地
域
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
１
月　

〜　

日
に
京
都

３０

３１

市
と
大
阪
市
、
２
月　

日
に
岡
山
市
で
行

１１

わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
存
の
森
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
渋
澤
寿
一
理
事
長
や
田
舎

暮
ら
し
の
実
践
者
ら
が
、
農
山
村
で
の
暮

ら
し
や
そ
こ
に
あ
る
豊
か
さ
な
ど
に
つ
い

て
講
演
。
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

市内外の木材関係者や行政
関係者など約２００人が参加し
たセミナー

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
建
築
の
普
及
を
図
る
セ
ミ

ナ
ー
が
１
月　

日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

３０

京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
の
五
十
田
博
教
授
と
日
本
Ｃ

Ｌ
Ｔ
協
会
の
河
合
誠
専
務
理
事
が
、
活
用
事
例
や
施
工

技
術
、
今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
参
加
者
は

興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は

真
庭
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
ズ
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た

別
館
（
建
築
中
）
の
構
造
見
学
会
も
行
わ
れ
、
新
建
材

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
需
要
拡
大
の
可
能
性
に
触
れ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

見学会でＣ Ｌ Ｔについての説明を聞く参加者ら



廃
校
等
利
活
用
検
討
会
議

施
設
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に

視察報告を受け意見を交わす職員

　

空
き
校
舎
な
ど
の
活
用
策
を
検
討
す
る

会
議
が
、
２
月　

日
に
市
役
所
本
庁
舎
で

１７

開
か
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
観

点
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
部

署
を
横
断
す
る
市
職
員
約　

人
で
構
成
。

３０

こ
の
日
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
姜
侖

秀
さ
ん
が
、
音
楽
や
芸
術
活
動
の
場
と
し

て
廃
校
が
活
用
さ
れ
て
い
る
海
外
の
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員
が
視

察
や
独
自
で
行
っ
た
調
査
の
結
果
な
ど
を

報
告
し
、
活
用
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

動
     き

こんにちは！
から市 長 室

行政マンとしての冥利と感動
　２月に「真庭なりわい塾」の勧誘イベントを京都
で行った時の話です。私の講演に知人が多数参加し
ていましたが、その中に８６歳になる方がおられまし
た。今から２８年前に京都府の旧美山町北集落で「ふ
るさと創生」に取り組み、今や数十万人の観光客が
訪れる地に発展させた功労者です。私に会い、直接
お礼を言いたいとのことで、手紙も併せて持参され
ていました。
　確かにその集落を茅葺民家の地とするために懸
命に支援をしましたが、主人公は地元の方々です。
茅葺民家は自分たちの民俗文化であり、それを持続
させるという「責任と誇り」があったからこそ、訪
問者を感動させる集落の姿があるのです。
　地域活性化の根底には、営利ではなく「責任と誇
り」が必要なことを教えていただきました。私は、
この教えを今も貫いているつもりです。中野さんに
感謝。いつまでもお元気で。

 ０９ Maniwa

市政に関する動きの一部を紹介します

大
都
会
×
大
杜
会

里
山
真
庭
の
魅
力
を
発
信

首都圏からの視点で真庭の魅力を語ったトークショー

　

真
庭
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
大
都
会

×
大
杜
会
|
里
山
真
庭
の
夢
を
語
る
〜
」

が
２
月　

日
に
、
東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま

１６

し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
里
山
資
本

主
義
を
手
掛
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
の
井
上
恭
介
さ
ん
と
三
菱
総
合
研
究

所
の
川
村
雅
人
さ
ん
が
、
太
田
市
長
と
真

庭
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
交
流
会
も

開
催
。
こ
け
ら
寿
司
や
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ン

な
ど
真
庭
な
ら
で
は
の
食
材
を
囲
ん
で
、

参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「みんなで防災 ｉｎ真庭」が
勝山文化センターで開か
れました。防災・減災の
方向性について考える講
演会や、真庭高校落合校
地のプロジェクト発表な
どが行われ、参加した約
 １８０人は地域防災への理
解を深めました。

 ２／７ 地域防災に理解を深める

名水「塩釜の冷泉」に投票を！名水「塩釜の冷泉」に投票を！
〜名水百選・選抜総選挙（３月１３日まで）〜
　環境省が名水百選の選定３０周年を記念して「名水百選・
選抜総選挙」を行っています。その「観光地としてすば
らしい名水」部門２０の中に、蒜山高原に湧く『塩釜の冷
泉』が見事ノミネートされています。雄大な蒜山三座に
抱かれる塩釜の冷泉は、真庭が誇る豊かな緑と水資源の
象徴であり、名水中の名水です。
　環境省の「名水百選・選抜総選挙」サイトからのインター
ネット投票で、１日１回投票できます。（３月１３日掌まで）
　「目指せナンバーワン！」みんなで投票して、真庭を全
国に発信しましょう。


